
Cold Land Seminar “Japanese-Russian collaboration in the North” 
オンライン寒冷地セミナー「北方圏における日露連携」 

https://russia-platform.oia.hokudai.ac.jp/2020/08/25/seminar0930_jp/ 

 
2020 年 9 月 30 日、ヤクーツク（ロシア）で開催される Northern Sustainable 

Development Forum（NSDF）の一部として、北海道大学 HaRP 事務局と北東連邦大学

（ロシア）の共催による国際セミナーが開催されます。本セミナーでは、寒冷地研究

や開発に携わる研究者、学生、企業、官民団体などを対象として、基調講演および４

課題に関する分科会において、話題提供とディスカッションが行われます。発表・質

疑は原則英語となりますが、参加者の動向によっては通訳が提供される場合もありま

す。北極域研究センターからは、大塚教授、杉本教授、Saunavaara 助教が話題提供予

定です。 
 
プログラム（予定） 
１：基調講演 14:30-15:00 
1)  Mikhail PRISYAZHNYI 氏（北東連邦大学北方研究学科長），“On the establishment 

of the North Research and Education Center as a new step in the development of academic 
collaboration within Russia and with Japan” 

2)  杉山 慎(北海道大学低温科学研究所 教授), “仮：ArCS-2 project as a new impetus 
for Japanese-Russian research and education cooperation in the North” 

 
２：分科会 15:00-16:30 

1)  北方圏環境 
2)  北方圏コミュニティ 
3)  北方圏社会経済開発 
4)  寒冷地の建設技術とデザイン 

 
３：全体会議 16:50-18:00 

『今後連携可能な分野・形態、将来の共同事業ほか』 
 
４：申込先等 

参加申込先：https://forms.gle/9t5SiQq1zZfqHwRP9 、(9月 14 日締切) 
前年の報告：https://russia-

platform.oia.hokudai.ac.jp/2019/09/27/0927coldlandsseminar_jp/  
お問い合わせ：m.v.lomaeva@oia.hokudai.ac.jp または harp_ss@oia.hokudai.ac.jp 

電話： 011-706-441 北海道大学国際連携課（HaRP 事務局） 
担当： ロマーエヴァ マリーナ、吉本 珠実 

 


